
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

旭区マスコットキャラクター あさひくん 

横浜市旭区役所 



はじめに 

 

旭区は昭和 44 年 10 月に保土ケ谷区から分区し誕生しました。当時の人口は 14 万人弱でし

たが、現在は約 25 万人を擁する、18 区で５番目の大規模区となっています。 

本書「データでみるあさひ２０１１」は、各種統計データをグラフ・図表等を用いて、見やすくわ

かりやすくまとめたものです。データは区誕生当時のものもできるかぎり加えてあります。 

各種統計データから映し出される旭区の移り変わりと現状を知り、今後の旭区の未来を考えて

いくための資料としてご活用いただければ幸いです。 

最後になりますが、刊行にあたり貴重な資料をご提供いただきました関係各位に厚くお礼申し

上げます。 
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ご利用にあたって 

・ 構成比等については、単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。 

・ 統計表中の符号は次のとおりです。 

「－」 ・・・ 該当数値がないもの、不詳のもの。   「X 」 ・・・ 数値が少ないために特に秘したもの。  
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旭区の主な統計指標 

区 分 最近のデータ 旭区誕生当時のデータ  

  横浜市 旭 区 
18区

順位

データ 

基準日 
横浜市 旭  区

14区 

順位 

データ 

基準日 

旭区 

増△減 

面 積   

 （ｋ㎡) 
434.98 32.78 ３位 H22.9.1 417.29 35.17 4 位 S44.10.1 △ 2.39

人 口  ＊１      

（人）  
3,681,279 249,276 ５位 H22.9.1 2,143,820 139,812 7 位 S44.10.1 108,319

世帯数  ＊１ 

  (世帯)  
1,589,869 101,113 ６位 H22.9.1 610,781 37,082 8 位 S44.10.1 62,025

一世帯あたり人員

（人） 
2.32 2.47 ６位 H22.9.1 3.51 3.77 3 位 S44.10.1 △ 1.27

人口密度 

 （人／ｋ㎡） 
8,463 7,605 11位 H22.9.1 5,137 4,302 12位 S44.10.1 3,595

年少（15 歳未満）人

口 ＊2    （人） 
496,463 32,479 ６位 H22.9.30 530,939 44,724 4 位 S45.10.1 △ 12,274

年少人口比率 

（%） 
13.4 12.8 12位 H22.9.30 23.7 27.7 1 位 S45.10.1 △ 14.8

生産年齢（15～64

歳）人口 ＊2  (人） 
2,478,327 161,365 ５位 H22.9.30 1,606,628 111,480 7 位 S45.10.1 52,029

生産年齢人口比

率        （%） 
66.9 63.7 16位 H22.9.30 71.8 69.2 14位 S45.10.1 △ 4.3

老年（65 歳以上）

人口 ＊２    （人）  
727,747 59,298 １位 H22.9.30 100,697 4,983 12位 S45.10.1 51,031

老年人口比率 

（%）  
19.7 23.4 ２位 H22.9.30 4.5 3.1 13位 S45.10.1 19.1

平均年齢  

 （歳） 
43.2 45.0 ３位 H22.9.30 29.5 - - S45.10.1 - 

昼夜間人口比率 

（%） 
90.4 75.9 14位 H17.10.1 91.7 70.2 13位 S45.10.1 5.7

事業所数  109,637 5,098 12位 H18.10.1 87,392 3,720 10位 S47.9.1 1,378

区域に占める公園面

積の割合      （%） 
3.99 5.12 ３位 H22.3.31 - - - - - 

人口10万人当たり

病床数 
598.0 826.3 ３位 H22.4.1 - - - - - 

市税収入  

       （百万円） 
713,954 22,339 14位 H21 年度 - - - - - 

＊１  国勢調査結果を基礎にして、住民基本台帳法、外国人登録法、戸籍法に定める届出等を加減して推計 

＊２  [最近のデータ]は住民基本台帳、外国人登録原票に人口を年代別に集計。[区誕生当時のデータ]は国勢調査結果 

高齢化率 

旭区誕生時の

区の数は１４
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旭区のあゆみ 

 

明  治 

 

明治４年 （1871） 

 

廃藩置県がある。区内は、それまでの武蔵の国都筑郡から神奈川県都筑郡（その一

地域）になっている。 

明治 22 年 （1889） ４月１日  市町村制施行に伴い、それまでの上川井村、下川井村、川井村、上白

根村、下白根村、今宿村の６村が大きな都岡村となり、市野沢村、小高村、三反田

村、今井村、二俣川村が同様に二俣川村となった。（今の旭区の大部分はこの２村だ

が、一部隣の西谷村に属した地域もある。）横浜市も誕生するが（5.4ｋ㎡、116,193

人）、現在の旭区の区域は含まれていない。この後、横浜市は市域拡張を繰り返し拡

大していくが、二俣川村・都岡村は 50 年後、昭和 14 年の第６次市域拡張で編入さ

れる。 

 

 

大  正 

 

大正 11 年 （1922） 

 

このころの資料によると、都岡村地区 680 戸、二俣川村地区 650 戸合わせて 4,500

人程が養蚕などを副業とした農業を行っていた。 

大正 12 年 （1923） ９月１日 関東大震災 死者 11 人、行方不明５人、全壊 126 戸（都岡、二俣川両村）

大正 15 年 （1926） ５月 12 日  神中鉄道（今の相模鉄道の前身）が厚木～二俣川間で営業開始。 

 

 

昭  和 

 

昭和８年 （1933） 

 

12 月 27 日  神中鉄道 厚木～横浜間の全線開通。これと前後して道路整備も進

む。 

昭和 14 年 （1939） ４月１日   横浜市に合併し、保土ケ谷区に含まれる（世帯数1,312世帯、人口7,921

人）。村名も改称され町となった。（町名の変遷参照） 

昭和 19 年 （1944） ４月１日  神中鉄道が相模鉄道に合併され、蒸気機関車からディーゼル車、電気

化へと進み、輸送力が増強され、通勤に便利な住宅地となってきた。 

昭和 21 年 （1946） 日本住宅営団及び県営の住宅が鶴ケ峰にできる。 

昭和 24 年 （1949） 12 月 28 日  鶴ケ峰駅前に保土ケ谷区役所鶴ケ峰出張所ができる。（世帯数 3,282

世帯、人口 17,384 人） 

昭和 30 年代～ 横浜の地場産業である捺染工場がきれいな水を求め、帷子川中流域（旭区内）に多

数進出してきた。 

昭和 29～36 年 神奈川県、横浜市、相模鉄道等が希望が丘に分譲住宅を造った。 

昭和 33～42 年 神奈川県、相模鉄道が万騎が原に県営、分譲住宅などを造った。（これをきっかけに

急速に宅地開発が進み、人口が激増していった。） 

昭和 37 年 （1962） ６月 20 日  保土ケ谷区役所希望が丘出張所が設けられた。 

昭和 39 年 （1964） ４月１日  保土ケ谷区役所鶴ケ峰出張所を鶴ケ峰支所と名称変更する。 

昭和 43～47 年 左近山、ひかりが丘の大団地ができ、この頃が人口増のピークとなる。 

昭和 44 年 （1969） ２月 28 日  保土ケ谷区役所鶴ケ峰支所新庁舎落成。（鶴ケ峰一丁目） 

〃 10月１日  横浜市は行政区再編成を行い、保土ケ谷区から分区し旭区が誕生する。

（世帯数 37,082 世帯、人口 139,812 人、面積 32.5ｋ㎡） 

昭和 49 年 （1974） ４月 27 日  旭区民会議が発足し、第一回旭区民会議が開催される。 

〃 ８月 25 日  八王子街道（国道 16 号線）のバイパスとして、保土ケ谷バイパス（自

動車専用道路）が開通した。 

昭和 51 年 （1976） ４月８日   相鉄いずみ野線が開業（二俣川～いずみ野）し、区内には南万騎が原

駅ができる。 
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昭和 54 年～平成２年 若葉台団地ができる。 

昭和 58 年 （1983） ２月 20 日 旭区シンボルマーク制定。 

 

 

平  成 

 

平成元年 （1989） 

 

２月４日  区の花「あさがお」、区の昆虫「ホタル」制定。 

平成２年 （1990） ７月１日   相鉄いずみ野線（いずみ野～いずみ中央）開業。 

平成４年 （1992） ４月 11 日  二俣川駅構内に行政サービスコーナー開設。 

平成６年 （1994） ７月１日   機構改革に伴い、それまで衛生局の機構であった保健所が区役所の機

構となる。 

平成８年 （1996） ３月 二俣川駅北口地区再開発事業（アルコット二俣川）竣工。 

平成 11 年 （1999） ３月 10 日  相鉄いずみ野線（いずみ中央～湘南台）開業。 

〃 ４月 24 日  よこはま動物園「ズーラシア」開園（上白根町） 

〃 10 月 31 日  区の木「どうだんつつじ」制定。 

平成 13 年 （2001） ３月 30 日  環状２号線全面開通。 

平成 15 年 （2003） 

平成 17 年 （2005） 

 

平成 18 年 （2006） 

12 月 15 日  中原街道（旭区部分）拡張工事完了。 

４月１日  機構改革に伴い、それまで道路局の機構であった土木事務所が区役所の

機構となる。 

３月 31 日   帷子川旧河川跡地に「鎧の渡し緑道」がオープン。 

平成 19 年 （2007） 

    〃 

平成 20 年 （2008） 

 

平成 21 年 （2009） 

９月６日  鶴ヶ峰駅南口地区再開発事業（ココロット鶴ヶ峰）竣工。 

10 月１日  市民活動支援センター「みなくる」がココロット鶴ヶ峰にオープン。

４月 区役所 1階ロビーに情報発信コーナーを開設。 

10 月  区のマスコットキャラクター「あさひくん」が決まった。 

７月４日～９月 27 日 横浜動物の森公園を会場に、｢開国博Ｙ１５０ヒルサイドエ

リア｣が開催された。 
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位置・面積・町名 
 

■ 旭区 位置と面積 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 旭区 町名 

横浜市面積 

４３４．９８ｋ㎡ 

 

旭区は横浜市の西部に位置し、

東は保土ケ谷区、西は瀬谷区、南

は戸塚区、泉区、北は緑区に接し

ており、横浜都心へ約７km、東京

都心へ約３１kmの位置にありま

す。 

 面積は３２.７８ｋ㎡で、横浜市

１８区中３位の広さがあり、市域

の約７.５％を占めています。 

 

 ※旭区総合庁舎の緯度・経度 

    北緯   ３５度２８分１７秒 
  東経 １３９度３２分５３秒

旭区の面積は 32.78ｋ㎡、町の数は 72 です。 



  

人口･世帯 

■ 旭区 人口及び世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

■ 区別 人口・世帯数  （平成 22 年 9 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（各年 10 月 1 日現在・平成 22 年は 9 月１日現在）    

     ［資料 ： 昭和 45 年～平成 7 年は国勢調査、それ以降は横浜市人口ニュース］ 

［資料 ：横浜市人口ニュース］ 

旭区の人口は 24 万 9,276 人。 

-５- 
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■ 旭区 年齢別人口ピラミッド 

 

 

 

■ 旭区 年齢３区分人口構成比の推移   ■ 区別 年齢３区分人口構成比 

［資料：町丁・年齢別人口］ 

＊ 「人口ピラミッド」は男女別、年齢別人口の特徴を視覚的にとらえられるもので、その名のとおりピラミッド型が
理想形。区誕生当時はピラミッド型でしたが、近年は少子高齢化を反映し、ひょうたん型となっています。 

 
［資料 ： 平成２２年は町丁・年齢別人口（９月３０日）、昭和４５年は国勢調査（１０月１日）］ 

各年９月 30 日現在 平成 22 年９月 30 日現在 

昭

和

45

年

年齢
（人） （人）

平

成 

22

年 

※小数点第 2 位を四捨五入しているため、100％にならない場合があります。



■ 旭区 届出による人口異動の推移 （自然増減、社会増減） 

 
 

■旭区転入転出者の異動前異動後の住所地    ■ 旭区在住外国人の国籍別割合 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 旭区 戸籍の届出状況（平成 21 年度）    ■ 旭区 住民登録の届出状況（平成 21 年度） 

  
 
  

平成 22 年 3月 31 日現在 

［資料 ： 旭区役所戸籍課］ 

※ 平成 21 年中

［資料 ： 横浜市人口ニュース］ 

［資料 ： 旭区役所戸籍課］ 

［資料 ： 旭区役所戸籍課］ 
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※平成 22 年は 1 月～9 月まで 
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■ 区別 平均寿命 （平成 17 年）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 旭区 出生数と死亡数の推移 

 

79.1
78.3

79.5
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79.9 79.8 78.8

76.3

78.6
79.2

88.0

85.8

86.287.287.386.586.286.0
85.5

85.8
85.8

70
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90

鶴

見

区

神

奈

川

区

西

区

中

区

南

区

港

南

区

保

土

ケ
谷

区

旭

区

磯

子

区

金

沢

区

港

北

区

緑

区

青

葉

区

都

筑

区

戸

塚

区

栄

区

泉

区

瀬

谷

区

横

浜

市

神

奈

川

県

全

国

男 女（歳） 

［資料 ： 横浜市統計書、厚生労働省ホームページ］ 

［資料 ：横浜市人口ニュース］ 

【平均寿命】  ある年齢の人が平均してあと何年生きられるかを示したものを平均余命といい、０歳児の平均余命

を「平均寿命」といいます。「平均寿命」は厚生労働省が５年ごと（国勢調査実施年のデータ）に公表しているもの

です。平成１７年の人口と平成１６～１８年の死亡者数、平成１５～１８年の出生者数などを基礎資料に算出してい

ます。「平均寿命」は保健福祉水準を総合的に示す指標として活用されています。  

※22 年は 1 月～9 月まで 
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■ 区別 昼夜間人口比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 旭区からの通勤通学地（15 歳以上）     ■ 旭区への通勤通学者の住所地（15 歳以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市内他

区, 36.9%

旭区内,

32.0%

東京都,

18.1%

他道府県,

1.0%

神奈川県

内, 12.0%

横浜市内

他区, 37.3%

旭区内,

26.0%

神奈川県

内, 15.2%

東京都,

20.2%

他道府県,

1.3%

旭区内,

44.7%
横浜市内他

区, 36.2%

神奈川県

内, 17.6%

東京都,

1.1%

他道府県,

0.4%

就業者数：64,131 人就業者数：117,809 人 

通学者数：12,898 人 通学者数：7,503 人

平成17年10月1日現在 

［資料：国勢調査］ 

旭区内,

58.7%

横浜市内

他区,

 27.8%

神奈川県内,

11.0%

東京都, 1.9%

他道府県,

0.6%

［資料：国勢調査］ 

77.2%

73.5%

73.5%

75.1%

79.8%
93.2%

91.2%

80.1%

75.9%
81.1%

75.8%

76.5%

182.9%

198.8%

85.6%

98.6%

99.7%

93.0%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

瀬谷区

泉区

栄区

戸塚区

都筑区

青葉区

緑区

港北区

金沢区

磯子区

旭区

保土ケ谷区

港南区

南区

中区

西区

神奈川区

鶴見区

夜間人口の多い区 昼間人口の多い区

旭区（平成17年10月1日現在）
　夜間人口　248 ,764人
　昼間人口　188 ,739人

※昼夜間人口比率とは、常住人口（夜間
人口）１００人あたりの昼間人口の割合
であり、100を超えているときは通勤・通
学の流入が多く昼間その地域に人が集
まることを示します。100を下回っていると
きは、通勤通学等のために出かけている
ことを示しています。住宅地が多い旭区
は75.9で市内で14番目の比率です。
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［資料：横浜市人口ニュース］ 
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地域・区民利用施設 

■ 旭区 自治会･町内会の状況  

 

 

 

 

 

 

■ 自治会町内会加入率  

  

 

■ 旭区 区民利用施設利用者数      ■ 旭区 地区センター利用者数       

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

平成 21 年度 

［資料：旭区役所地域振興課］ 

旭区の地区センターは 6 カ所です。 

平成 22 年 4 月 1 日現在

［資料：旭区役所地域振興課］

平成 21 年度 

［資料：旭区役所地域振興課・福祉保健課］ 



 

 

- 13 -

土 地   

■ 区別 土地利用構成割合             ■ 区別 都市計画区域の割合 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 用途地域別面積と割合 

 

 

■ 旭区 土地の平均価格の推移 （神奈川県地価調査） 

 

 

平成 22 年 3 月 31 日現在

［資料 ： 旭区役所税務課］ 

平成 22 年 3 月 31 日現在

［資料 ： 建築局都市計画課］ 

［資料 ：建築局都市計画課］

※ 各年７月 1 日時点の神奈川県地価調査

における基準地１㎡あたりの価格  

［資料 ： 旭区役所税務課］

平成 22 年 3 月 31 日現在 

旭区の市街化区域内の 91.5%は住宅系地域です。 
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※緑被率は、調査年度によって調査手

法や精度が異なるため、概ねの傾向を

示したものです。 

住宅・公園 

■ 旭区 建築時期別住宅数の割合    ■ 旭区 住宅所有関係別世帯数の割合の推移  

 
平成 20 年 10 月 1 日現在 ［資料 ： 住宅・土地統計調査］ 

■ 旭区 公園整備状況の推移 

■ 区別 都市公園の状況          

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

52.0
64.4

13.4
11.0

26.4
21.1

7.5 2.3
0.7 1.2

0%

20%

40%

60%

80%

100%

昭和45年 平成17年

間借 り

給与住宅

民営の借家

公営・都市機
構・公社の借家

持ち家

［資料 ： 国勢調査］ 

平成 21 年現在  ［資料 ： 環境創造局企画課］ 

旭区の公園面積は、18 区中２番目に広い。 

各年３月 31 日現在  ［資料 ： 旭土木事務所］ 

※ 緑被率･･･航空

写真によって

緑（樹林地や農

地、草地等）に

覆われた面積

を抽出し、区の

面積に占める

割合を示した

もの 

■ 区別 緑被率 

平成 22 年３月 31 日現在  ［資料 ： 旭土木事務所］ 



 

学 校 

■ 旭区 園児・児童及び生徒数の推移 

 

 

■ 学校の現況 

  学校数 学級数 児童・生徒数 教員数 

幼稚園 25 205 4,551 288

小学校 28 482 13,315 685

中学校 12 188 5,712 357

高等学校 5 - 4,872 290

旭
区 

中等教育学校 1 - 839 48

幼稚園 290 2,366 59,914 3,595

小学校 356 6,862 198,176 9,827

中学校 178 2,869 92,762 5,489

高等学校 92 - 76,701 4,784

横
浜
市 

中等教育学校 2 - 1,910 115

 

■ 旭区 高等学校卒業者の進路別割合 （平成２２年卒業者） 

 

 

 

学校数 学級数 

20 - 

17 367 

4 98 

3 - 

- - 

248 - 

195 4,628 

99 1,766 

248 - 

- - 

各年度 5 月 1 日現在  ［資料 ： 学校基本調査］

平成２２年 5 月 1 日現在 昭和 45 年

  ［資料 ： 学校基本調査］ 

  ［資料 ： 学校基本調査］ 

旭区の小学校 1 クラスの児童数の平均は 28 人です。 
区誕生当時の 1 クラス平均は 40 人でした。 

※ 「中等教育学校」は、中高一貫教育校として前期課程（3 年）、後期課程（3 年）からなる修業年限 6 年の学校です。 
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安全・安心（警察） 

■ 旭区 犯罪発生件数の推移        ■ 旭区 犯罪別割合 （平成２２年）  

 

 

 

 

 

■ 旭区 交通事故発生件数と死傷者数   ■ 旭区 状態別交通事故発生割合 

 

 

窃盗犯 ： 窃盗・すり 

粗暴犯 ： 暴行・傷害・脅迫・恐喝等 

知能犯 ： :詐欺・横領・偽造等 

風俗犯 ： 賭博・猥せつ 

凶悪犯 ： 殺人・強盗・放火・強姦 

の推移 
平成２２年 

計 ９４５件 

［資料 ： 旭警察署］

22 年中の交通事故は 945 件。 
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安全・安心（消防） 

■ 旭区 火災発生件数の推移        ■ 旭区 出火原因別件数の割合 

  

 

■ 旭区 月別火災発生件数の推移 

 

■ 旭区 救急出場件数の推移        ■ 旭区 事故別出場件数の割合  

 

  

平成２２年 

計 ６４件 

平成 22 年 

計 10,197 件 

［資料 ： 旭消防署］

22 年中の救急出場は10,197 件で、区誕生当時の 5.6 倍です。
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生活と環境  

■ 旭区 家庭ごみと資源となるものの収集量の推移 

 

 

 

 

 

■ 家庭ごみと資源となるものの収集量の割合  ■ 旭区 資源となるもの収集量の推移 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 旭区 用途別水道使用量 （平成 21 年度）    ■横浜市 家事用 1 人 1 日あたり使用水量  

  

 

（平成 21 年度）

［資料 ： 横浜市水道局料金課］

［資料 ： 横浜市資源循環局３R 推進課］ 

［資料 ： 横浜市資源循環局 3R 推進課］ 

（平成 21 年度）

（ごみと資源の収集） 

（水道） 

旭区の家庭ごみの収集量は４１，１８６㌧、 

４年前の 3 割減です 
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交通・道路 

■ 旭区 自動車保有車両数 

 

 

 

■ 旭区 1 日平均乗降客数 （駅別）       

  

 

 

 

 

 

 

■ 旭区 放置自転車・オートバイ数 （駅周辺） 

 

 

 

 

  

  

平成 22 年 3 月 31 日現在    ［資料：関東運輸局神奈川運輸支局］ 

［資料 ： 相模鉄道株式会社］ 

平成 22 年 11 月調査  

 ［資料 ： 横浜市道路局交通安全・放置自転車課］

平成 22 年 3 月 31 日現在 ［資料：横浜市道路局企画課］

二俣川駅の 1 日平均乗降客数は約 8 万人です。 

■ 区別 都市計画道路整備率 

■ 狭あい道路整備促進路線距離 

平成 22 年 3 月 31 日現在 

［資料 ： 横浜市建築局建築道路課］
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福祉保健（健康） 

■ 区別 病院一般病床数（療養病床含む） 人口 10 万人あたり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 旭区 病院・診療所数 

 

■ 旭区 主要死因別死亡者数の推移 

 

 

 

※ 休止中及び 1 年以上休診中の

施設は含まれていません。 

平成２２年４月１日現在 

［資料：横浜市健康福祉局医療安全課］

［資料：横浜市健康福祉局保健事業課］

旭区民 10 万人あたりの病床数は 826.3 床で、18 区中 3番目に多い。

平成２２年４月１日現在 

［資料：横浜市健康福祉局医療安全課］ 



 

- 21 -

福祉保健 （子育て）   

■ 旭区 出生率の推移               ■ 各区 出生率 （平成 21 年） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 旭区 保育所の状況 

  

 

■ 旭区 市立保育所での育児支援事業の状況 （平成 21 年度） 

 

平成 22 年 4 月 1 日現在 

［資料 ： 旭区役所こども家庭支援課］ 

［資料 ： 旭区役所こども家庭支援課］ 

※ 上、右のグラフの数値とも、 

人口 1,000 人あたりの出生数 

［資料 ： 横浜市統計書］ 

旭区の保育所数は 24 です。 
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福祉保健 （高齢者福祉と介護） 

■ 高齢化率（老年人口比率）の推移       ■ 高齢者単身世帯数と割合 

 

                              

 

 

 

■ 旭区 介護保険の要介護要支援認定者数  ■ 旭区 要介護要支援認定者数の推移 

  

 

 

 

 

 

 

■ 旭区 介護保険被保険者数の推移 

  

（65 歳以上）

平成 17 年 10 月１日現在

［資料：国勢調査］

各年３月 31 日現在

［資料：旭区役所高齢・障害支援課］

（ 1 号、2 号被保険者合計）平成 22 年３月 31 日現在 

1 号被保険者 ： 65 歳以上 
2 号被保険者 ： 40～64 歳 

■ 旭区 地域ケアプラザ利用人数

65 歳以上の方の 14.48%が介護保険の要介護

要支援の認定者です。 

各年 3 月 31 日現在  ［資料：旭区役所保険年金課］ 
［資料:旭区役所福祉保健課］
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■ 旭区 生活保護世帯数及び人員の推移  ■ 旭区 障害者手帳所持者数 

 

                         

  

 

 

 

■ 旭区 国民年金加入状況の推移        ■ 旭区 国民健康保険加入状況の推移 

  

 

福祉保健 

各年３月 31 日現在 

［資料 ： 旭区役所保護課］ 

平成 22 年３月 31 日現在

［資料 ： 旭区役所高齢・障害支援課］

各年３月 31 日現在

［資料：旭区役所保険年金課］［資料：旭区役所保険年金課］

旭区の被生活保護世帯・人員は年々

増加しています。 

（生活保護）（障害者） 

（国民年金）（国民健康保険）
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産 業 （事業所）   

■ 区別 事業所数と従業者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 旭区 業種別事業所数の割合     ■ 旭区 業種別従業者数の割合 

 

 

 

 

 

 

横浜市 計 

109,637 

横浜市 計 

1,359,299 

〈事業所〉 （人） 

平成 18 年 10 月 1 日現在 

［資料 ： 事業所・企業統計調査］ 

事業所総数 5,098 事業所 

サービス業
6,974人

13%

飲食店、宿泊業
4,457人

8%

不動産業
1,247人

2%

教育、学習支援
業

4,277人
8%

卸売・小売業
12,959人

24%

その他
3,003人

6%

建設業
4,818人

9%

運輸業
2,472人

5%

製造業
3,072人

6%

医療、福祉業
10,395人

19%

運輸業
93人
2%

その他
107人

2%

製造業
212人

4%

飲食店、宿泊
業

558人
11%

医療、福祉
470人

9%

不動産業
346人

7%

教育、学習支
援業

312人
6%

サービス業
1,013人

20%

卸売・小売業
1,373人

27%

建設業
614人
12%

従業者総数 53,674 人

旭区の事業所数は、5,098 事業所です。 

9,152

7,506

6,000

5,692

4,874

4,118

5,335

10,086

3,429

5,822

6,017

5,178

2,177

3,376

3,170

8,723

5,098

13,884

0 5,000 10,000 15,000

鶴見区

神奈川区

西区

中区

南区

港南区

保土ケ谷区

旭区

磯子区

金沢区

港北区

緑区

青葉区

都筑区

戸塚区

栄区

泉区

瀬谷区

102,967

110,989

140,434

44,356

56,696

52,955

46,845

72,848

131,097

41,611

69,381

86,118

76,633

27,807

32,142

29,840

53,674

182,906

0 100,000 200,000

鶴見区

神奈川区

西区

中区

南区

港南区

保土ケ谷区

旭区

磯子区

金沢区

港北区

緑区

青葉区

都筑区

戸塚区

栄区

泉区

瀬谷区

平成 18 年 10 月 1 日現在 

［資料 ： 事業所・企業統計調査］ 

平成 18 年 10 月 1 日現在 

［資料 ： 事業所・企業統計調査］ 
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産 業 （商業） 

■ 区別 商店数・従業者数・年間商品販売額 

 卸 売 業  小 売 業  

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 

 

 

年間商品販売額

（万円）  

年間商品販売額

（万円）

鶴見区     464    4,737  31,651,643   1,619   11,250   19,514,186 

神奈川区     673    9,342  87,115,045   1,420   10,363   16,950,771 

西区     413    7,147 104,938,808   1,589   17,898   66,239,889 

中区     721    8,208  83,735,223   2,081   15,823   27,750,604 

南区     323    2,479   9,301,168   1,253    8,884   10,839,494 

港南区     180    1,778  12,648,897   1,133   12,453   27,847,354 

保土ケ谷区     190    2,546  20,871,850     967    7,613   11,591,187 

旭区     185    1,582  10,704,275   1,036    9,613   15,607,198 

磯子区     147    1,177   8,133,732     799    6,352   10,149,848 

金沢区     305    3,525  35,132,465   1,076   10,345   17,979,718 

港北区     627    9,600 105,242,662   1,560   14,705   32,277,718 

緑区     137    1,439  11,445,421     735    7,540   12,368,081 

青葉区     222    1,443   9,185,141    1,250   12,791   29,002,337 

都筑区     382    4,592  34,165,808   1,242   13,068   27,234,092 

戸塚区     238    3,057  28,514,915   1,044   11,835   21,401,655 

栄区      92      588   2,613,158     376    3,675    6,920,230 

泉区     119    1,061   5,218,776     619    6,414   11,552,114 

瀬谷区     162    1,885  12,372,659     652    5,451    9,893,324 

横浜市 計   5,580   66,186 612,991,646  20,451  186,073  375,119,800 

■ 旭区 商店数の推移 

 

 

 

 

 

1,469

40

251 239 232 185
249269

1,036

1,297
1,4201,421

1,163 1,211

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

45年 ６年 ９年 11年 14年 16年 19年

卸売業 小売業

(事業所）

［資料 ： 各年 商業統計調査］ 

平成 19 年６月 1 日現在 

［資料 ： 商業統計調査］ 

昭和 平成 

旭区の小売業の年間販売額は約 1,561 億円です。 
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産 業 （工業・農業） 

■ 区別 工業事業所数・従業者数・製造品出荷額 ■ 旭区 工業事業所数・従業者数の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

■ 旭区 農家数・農業就業人口の推移 

 

各年 2 月 1 日現在 ［資料 ： 農林業センサス］ 

平成 21 年 12 月 31 日現在 

［資料 ： 工業統計調査］ 

平成２１年 12 月 31 日現在 

［資料 ： 工業統計調査］ 

旭区の工場は 100 箇所です。 

718 674
568

470

406424

1,344

1,095 1,065

777

528 431

0

500

1,000

1,500

55年 60年 ２年 ７年 12年 17年

農家数 農業就業人口
（販売農家）

（戸・人） 

昭和 平成 

各年 12 月 31 日現在 

〔資料：工業統計調査〕 

■ 旭区 主な工業産業分類別事業所数・従業者数
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市 税 

■ 区別 取扱市税収入割合          ■ 旭区 市税収入構成比 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

■ 旭区 市税収入の推移           ■ 旭区 市民税・固定資産税収入の推移 

  

［資料 ： 旭区役所税務課］ 

旭区の平成 21 年度の市税収入は約 223 億円、市全体の 3.13％です。
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選 挙 

■ 平成 22 年参議院選挙 区別投票率  ■ 旭区 年代別投票率（平成 22 年参議院選挙） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 旭区 各種選挙投票率の推移 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 衆議院、参議院及び統一地方選挙はそれ

ぞれ小選挙区、選挙区、市会議員選挙の投

票率です。なお、21 年市長･衆議院選挙の

投票率は衆議院選挙小選挙区の投票率で

す。 

※ 旭区では、平成 18 年市長選挙にあわせて、

市議会議員補欠選挙が行われました。 
※ 選挙情報は 

「横浜市選挙管理委員会ホームページ」 
http://www.city.yokohama.jp/me/senkan

よこはまの選挙マスコット 

イコットちゃん 

投票日の天候 

［資料：旭区選挙管理委員会］ ［資料：旭区選挙管理委員会］ 

［資料：旭区選挙管理委員会］ 

平成 22 年参議院選挙の旭区の投票率は 57.74%で、18 区中 5 位でした。

 



 
 
 

 

 

横浜市の最新の人口・世帯数や、主要な統計情報を横浜市ホームページ内の「横浜市統計ポータルサイ

ト」で提供しています。 

 

○ 「横浜市統計ポータルサイト」には横浜市全体の情報の他、横浜市内の各区別情報なども掲載されて

います。 

◇各種統計調査結果、◇区別推計人口、◇区別登録人口、◇区別インデックス、 

◇町丁別インデックス、◇キーワード別インデックス、◇分野別インデックス 

 
○ 「横浜市統計ポータルサイト」のアドレス 

http://www.city.yokohama.lg.jp/ex/stat/ 
 

モバイル対応版（モバイル統計） http://m.city.yokohama.lg.jp/ex/stat/ 

 
 

 
 

 

 

「旭区ホームページ」では、区内のイベント情報や区役所での手続き案内、区政情報など、皆様の

お役に立つ情報を発信していますが、統計情報も掲載しています。 

 

○ 「旭区のホームページ」アドレス 

http://www.city.yokohama.jp/me/asahi/index.html 
 

「旭区ホームページ」を開き、ホームページの右上の「旭区ガイド」をクリックしてください。「旭区ガイ

ド」の一番下が「人口・統計」です。 

「人口・統計」には、①人口・世帯、②事業所･従業者、③地形面積、④「データでみるあさひ」（過去の

ものは題名が区勢概要となっています）、⑤人口ランキング（旭区町別人口指標）が情報として掲載され、

「横浜市統計ポータルサイト」へのリンクもされています。 

 

 
 

 

 

 

本書のデータは、各種統計調査結果及び国・県・市ほか区内関係機関からの資料提供により得られた

ものです。統計調査については、国勢調査をはじめ、皆様の御協力により実施され、その調査結果は、国

や県市区町村の行政活動の基礎資料として利用されるとともに、民間においても広く活用されています。 

 

 

 

 
 
 
 

インターネットによる統計情報の提供 

「横浜市統計ポータルサイト」 

「旭区ホームページ」統計情報へのアクセス 

●毎年行われる統計調査          ：   学校基本調査 

●平成２２年度に行われた統計調査   ：   国勢調査、工業統計調査 

●平成２３年度に行われる統計調査   ：   経済センサス活動調査 
 

統計調査について 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

データでみるあさひ２０１１ 

横浜市旭区役所総務課 

平成２３年３月発行 

〒241-0022  横浜市旭区鶴ヶ峰 1-4-12 

TEL：045-954-6012 

FAX：045-951-3401 
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